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技術名称 マイコン内蔵静電容量式ITポンプ 担当部署  広域営業部

NETIS登録番号  KK－１３００４２－Ａ 担当者  吉田　義和

社名等  株式会社桜川ポンプ製作所 電話番号 072-645-5252

技術の概要

　 水中ポンプ内にマイクロプロセッサを内蔵する事により、使用現場に合う様

技 術 概 要

従来 土木・建築の工事現場で使用される排水用水中ポンプは、水の有無に

係らず、常時 動かし続ける使用方法が多数を占めていました。

・現場に合わせた自動最適化運転

しかし、環境意識の高まりにより、工事現場で使用されるポンプにも

”省エネ”等が求められるようになっていました。

2.技術の内容

「マイコン内蔵静電容量式ITポンプ」は、ポンプピット内への流入量・水位に

応じて自己判断によりに自動で起動・停止を行う水中ポンプです。

1.技術開発の背景及び契機

　演算を行いポンプ運転時間を可変させます。　

3.技術の特徴

制御を、マイコンと電子回路を使用することで利点を得ています。

4.技術の効果

社内実験結果より、ポンプ消費電力量は

　3.7ｋW以上のポンプに関しては異常な大電流検知機能も内蔵しました。

連続運転と比較して  76.5％低減 しました。

　＊実験条件：モータ出力0.4ｋW、流入量、流出量等 自社設定による。

・ポンプ保護機能追加

マイコンを搭載する事により、従来の内蔵モータプロテクタに加え

　長期間ポンプ停止によるインペラ固着を防止する機能を搭載、さらに出力

・現場での不具合要因低減

ポンプの起動・停止を無接点リレーで行うことにより 接点の焼付きによる

故障のリスクを低減。また、静電容量センサーを採用する事により

センサーへの異物付着等による誤動作のリスクも低減しました。

　　 1点式フレキシブルセンサーの採用により 専門 知識や工具が無くても

　容易に起動水位の設定が可能です。

・現場での設置が容易な構造
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5.UEXシリーズ運転概要（マイコンによる自己演算）

運転時間の変化

6.写　真

時間経過方向

停止水位

運転水位

15 30 45 60 75 30 45 60 75運転時間

停止時間 変化しなくなる 変化しなくなる

最低吸込み水位

ポンプ

運転

ポンプ 停

止

フレキシブル

センサーポンプ

ストレーナ

連続運転

水位範囲

ﾀｲﾏ運転

水位範囲

運転時間増加範囲 運転時間増加範囲減少

製品写真

UEX-40A

UEX-233A

製品写真

現場使用状況
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ジオテキスタイルを用いた補強土の設計・施工
マニュアル第二回改訂版準拠

コンクリートパネル式補強土壁工法（直壁）
九州支店インフラ資材グループ

092-262-9406 担当 岡田

施工性、耐久性に優れた大型コンクリートパネル

（HD－VIGパネル）と面状補強材（テンサー）を
用いた補強土壁工法です。

接続部：埋込テンサー

NETIS No.TH-160008-A

テンサーVIG工法

高耐久型（ HD-VIG ）パネル
連結部材から鋼材を不要とすることにより、腐
食の懸念がない補強土壁用コンクリートパネル
です。

技術名称：高耐久型(HD-VIG）パネル

3



擁壁工指針に準じた補強土壁とは、補強材と壁面材とを直接連結することで、壁面に作
用する土圧と補強材の引き抜き抵抗力が釣り合いを保つことで安定性を保つ構造をいい、
上記3工法が該当する。

テンサーVIG工法の特徴

帯鋼補強土壁
（テールアルメ）

アンカー補強土壁
（多数ｱﾝｶｰ）

ジオテキスタイル

補強土壁

1.道路土工 擁壁工指針に準じた工法です

2.発生土の有効利用促進に貢献します
テンサーの面状配置により土とのｸﾞﾘｯﾄﾞ効果を生み出し、他工法より広範囲の土質に対

応することが可能です。テンサーはロールで納入しカット加工が可能なことから、発生土
の土質変更に対応した敷設長さの変更にも対応しやすい工法です

3.歩掛はテールアルメ・多数アンカーと同様
に、公的認定を取得済みです

認定機関：（一般社団法人）日本建設機械施工協会
施工技術総合研究所

●認定歩掛のポイント
国土交通省土木工事積算基準、平成30年度
施工パッケージ方式による積算方法に加え、

コンクリートパネルの設置歩掛を上記の認
定歩掛を使用することで、ALL公的認定歩掛
による積算が可能です。
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技術名称 浮体式陸閘ゲート 担当部署 業務統括部

NETIS登録番号 QS-140002-A 担当者 嶋田　潤一

社名等 開成工業株式会社 電話番号 096-272-5521

技術の概要

国の機関　  0　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
自治体　　 18　件　（九州　 13件　、九州以外　5件　）　
　　　　　　　　　　・福岡県12門、熊本県1門、兵庫県4門、宮城県1門
民　 間　   0　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　

　本ゲートは、河川堤防や防潮堤等の開口部に設置される陸閘ゲートです。扉体に作用する浮
力を利用して起立し閉扉する無動力式構造とすることで、操作遅れの発生を防止します。急激
な閉扉動作による構造物の損傷を防止するため、側部戸当り水密部に衝撃吸収用のバッファゴ
ムを使用しております。
　また、扉体は路面の下に収納され、扉体上面を車両や歩行者が安全に通行できるよう輪荷重
Ｔ－２５Ａ活荷重に対応した構造となっております。そのため、地下駐車場や地下鉄等の地下
施設の入口に設置する防水扉としての適用も可能です。

３．技術の効果

・浮力により起立し自動で閉扉するため、危険な状況下での現場による操作が不要となり、閉
　扉作業にかかる時間を避難活動に当てることができます。
・故障の少ないシンプルな構造としているため、維持管理費が軽減されます。
・全閉時にはロック機構により、安全に閉扉状態を保持できる構造となっております。
・倒伏操作及び任意の起立操作を行う場合の開閉装置には、操作が簡単なワイヤーロープ式巻
　上装置を採用しております。

４．技術の適用範囲

・有効幅1.0m～9.0m、有効高0.6m～2.0mに適用可能です（有効幅×有効高＝1～10.0m2程度）。
　※有効幅・有効高については、現場条件等により異なりますのでご相談ください。
・扉体を収納するため、路面に扉体厚（0.30m～0.35m）×扉体幅×扉体高の設置スペースを確
　保する必要があります。
・扉体収納部が常時湛水し浮力が発生しないよう、扉体背面（河川・海）側に自然排水する縦
　断勾配を確保する必要があります。

５．活用実績（2018年3月末現在）

技 術 概 要

１．技術開発の背景及び契機

　平成２３年３月に発生した東日本大震災における津波被害により、多くの消防団員や水門操
作員の方々が犠牲になりました。今後、発生が懸念される巨大地震による津波や台風等による
高潮への対応は、社会資本整備の最も重要な使命の一つとなります。また、近年増加している
ゲリラ豪雨に対して、ゲート操作員は高齢化及び人材不足になっており、有事に際して迅速な
対応が取れない状況になってきております。
　これらの津波・高潮による操作員の被災や操作遅れによる被害を防止するため、安全で確実
に閉塞できるゲートの開発が求められていました。

２．技術の内容
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６．写真・図・表

（１）基本構成

（２）動作概要

（３）浮力確認

全起立（閉扉）状態

扉体

巻上装置
（ワイヤーロープウィンチ式）

戸当り側水密ゴム
（バッファゴム）

側部戸当り
下部戸当り

戸当り側
水密ゴム

全倒伏（開扉）状態

タラップ

３．自動閉扉

扉体が全起立し全閉する

とロック装置が作動し、そ

の状態を維持することがで

きます。

１．通常時

扉体は路面と段差なく路

面下に収納され、人や車の

往来に支障がない構造です。

２．自動閉動作開始
扉体は水位の変動に応じ

て浮力により起立し、閉扉
動作を開始します。

単純であるからこそ高い信頼性

製缶完了後に扉体の浮力を検証します。

イメージ図
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技術名称 ZEC-888(亜鉛系防錆処理技術) 担当部署 事業開発部 塗料 G 

NETIS登録番号 KT-140114-A 担当者 康 輸基泰 

社名  株式会社放電精密加工研究所 電話番号 046-247-8597 

技術の概要 1.ZEC-888とは 

●(株)放電精密加工研究所が開発した次世代型表面処理液(特許取得済) 

●薄膜(1μｍ程度)で自己修復性を有する高耐食皮膜 

 

2.ZEC-888の防錆原理 

 亜鉛めっきや亜鉛系合金めっき中の亜鉛の犠牲防食効果を高め、亜鉛の

白錆発生を抑制し、赤錆発生(※素材が鉄材の場合)を抑えます。亜鉛めっ

きなど亜鉛系金属表面上に ZEC-888処理を行うと、界面に 20~30㎚の相

互拡散領域を有する 1㎛程度の ZEC-888皮膜を形成します。 

相互拡散領域を有するため、密着性が良く、自己修復性を有します。 

 

3.代替採用・検討例 

 「素材、表面処理が過剰品質になっている」、「処理コストの高い表面処

理を行っている」、「不良発生が多くコスト高」などの場合に ZEC-888 で

コストダウンが図れます。 

 

例① 

既存 ステンレス材⇒素材変更 

代替案 亜鉛めっき/亜鉛ニッケルめっき+3価クロム化成処理+ZEC-888 

その他メリット 摩擦係数の安定化/電食防止 

 

例② 

既存 亜鉛ニッケルめっき/亜鉛鉄+3価クロム化成処理⇒合金代替 

代替案 亜鉛めっき+3価クロム化成処理+ZEC-888 

その他メリット 摩擦係数の安定化/ニッケルフリー 

 

例③ 

既存 溶融亜鉛めっき⇒耐食性能向上 

代替案 溶融亜鉛めっき+ZEC-888 

その他メリット ライフサイクルコスト改善 
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写真・図など 

 

・皮膜断面と傷部の腐食抑制機能 

    

・施工例 

 

家庭用給湯器(屋外設置タイプ)の締結金物 

 

建築金物 

 

室外機架台のボルトやピン 

 

ソーラーパネルのボルトや締結金物 

 

・耐食性比較                     

  

                                                     

ボルト・

ナット・金具

等 

室外機架台の

ボルトやピン 
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会社名

３．技術の適用範囲 ４．特長

　　　　測定原理概略図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　測定事例

測定表示

一体型パーマトールAC

技術概要

技術名称

エフティーエス株式会社

03-6206-2220
担当部署 営業部 担当者

info@fts-ltd.jp

１．はじめに
コンクリートの性能は、コンクリート配合・打設方法・型枠の種類・養生方法および環境j条件によって大きく変化します。従って、表
層コンクリート（カバーコンクリート）の品質を確保し耐久性能を考える上で非常に重要です。
しかしながら、コンクリート構造物の透過性能を評価するには、実構造物からコア採取し試験することが要求されます。パーマトー
ルACは、表層コンクリートの透過性能（透気性）を完全非破壊で試験でき、透気係数としてコンクリートの評価をすることができま
す。

電話番号

e-mail
藤原　貴央

透気試験機「パーマトールAC」

NETIS登録番号 QS-150030-A

技術の概要

２．技術の内容
パーマトールACは、コンクリート表面に2チャンバーセルを密着させ真空ポンプを使用し試験します。試験時間は、MAX12分（MIN6
分）程度で評価することが可能です。
試験装置は、ハードケース内に一体化されており電源AC100ｖを供給することで簡単に試験ができます。
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・コンクリート打設後の養生効果の確認 ・完全非破壊で試験ができコンクリート表面を汚さない

・表面改質材や表面塗布材の効果確認 ・繰り返し試験ができ、再現性が高い

・塗装性能の確認 ・据え置き透気試験との相関性が非常に高く現場および試験室で使用可能

・操作性が優れ誰でも簡単に試験が可能

５．透気係数KT値の評価

クラス

PK１

PK２

PK３

PK４

PK５

６．測定方法
　・コンクリート表面にセルを密着させ、グリーンLEDボタンを押すと吸着します。
　・吸着後、自動的に測定開始になり6分又は、12分（MAX）で測定終了です。

　　　　測定中 測定終了

７．製品仕様

８．標準セット
・表示装置（２チャンバーセル含む）
・電源ケーブル
・キャリブレーションプレート
・真空ポンプ
・交換用フィルタ
・電源アダプタ

〇（良い）

〇（普通）

×（悪い）

×（非常に悪い）

非常に透過しにくい

透過しにくい

一般的な透過性能

透過し易い

非常に透過し易い

5℃～30℃
＜８０％

KT＜1000＊10-16m2

0.001＊10-16m2

透気係数KT

0.01未満

0.01以上～0.1未満

0.1以上～1.0未満

1.0以上～10未満

10以上

環境温度
環境湿度
測定範囲

分解能

２チャンバーセル
AC110-240v／DC24v
約10kg（ポンプ含む）
ＬＣＤ（タッチパネル方式）
最大1000データ
USB

セル
電源
重量
表示
メモリ
通信

評価レベル コンクリートの品質

◎（非常に良い）

　　　　　　　　　　　　　　一般的な透気係数（KT値）の評価

透気係数KT値は、KT（10-16m2）で表示されます。
KT値が低いほど、試験したコンクリート表層部がより緻密です。
KT値の評価レベルは、5段階にて品質評価ができます。
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ＣＳ－２１ひび割れ補修セットはコンクリートに発生したひび割れを、コンクリート改質剤ＣＳ－２１クリアー
塗布およびＣＳパテすり込みにより補修し、耐久性を向上させるとともに、美観を回復させる工法です。

ＣＳ－２１クリアーは、けい酸塩系表面含浸材に分類（土木学会）される無色透明・無臭の水溶液です。
ひび割れ部に浸透させることにより、表層部を緻密化させ、ひび割れ自閉効果の促進します。また、ＣＳパテす
り込み後に表面に塗布することにより、サンドペーパー等の使用で荒れた表面を保護する材料です。

ＣＳパテは、コンクリートに近い無機質の乾燥硬化型パテ材です。
微細なひび割れにすり込む事で充填し、３色のパテ（グレイ・シルバー・シルバーホワイト）で色合わせ可能な
ため、補修跡がほとんど目立たないように美観を回復することができる材料です。

特　徴

・ ひび割れ点在箇所の部分補修が可能です。

・ 無機質材料のため、有機系材料に比べ紫外線などによる劣化に対する抵抗性に優れ、有機溶剤等の有害物
質を含まないため安全です。

・ ＣＳパテは乾燥硬化型のため、セメント系材料のようにドライアウトの懸念がありません。

・ ひび割れ注入時には、シール材としても適用可能であり、従来工法における注入後のシール材撤去の工程
が省略できます。

適用範囲

・ 挙動が少なく、漏水が無い 非進行性のひび割れ（ヘアークラック～幅０.２ｍｍ程度以下）

使用する道具

ハケ・ヘラ(金属)・ゴムヘラ
サンドペーパー・ウエスなど

施工の流れ

１．下地処理
２．ＣＳ－２１クリアー塗布
３．ＣＳパテすり込み
４．表面仕上げ
５．ＣＳ－２１クリアー塗布

オフィシャルウェブサイト

岡山県岡山市北区矢坂本町14-16　〒700-0075 http://www.cs21.jp/ 
TEL. 086-255-1511　FAX. 086-251-3270

※詳細については、http://www.cs21.jp/ の施工手順書、補修施工デモ動画、FAQ（よくある質問）をご参照ください。

 製　品　概　要

施　工　概　要

 ＣＳパテすり込み状況 施工完了 

技 術 概 要

技術名称  ＣＳ－２１ひび割れ補修セット ＮＥＴＩＳ登録番号  ＣＧ－１１０００３－ＶＥ

問合せ先(九州統括)  株式会社計測技研 営業部　担当：高島 一顕　　電話番号：０９２－９３９－２６０６

事後評価  有（-VE 活用効果調査は不要）
　技術の位置付け
　(有用な新技術)

 活用促進技術 2016.6.16～

ＣＳ－２１クリアー

外 観：無色透明液体状
主成分：けい酸ナトリウム
ｐ Ｈ：１１.３以上
比 重：１.０５０以上
荷 姿：１２０ｇポリ容器

ＣＳパテ

外 観：灰色ペースト状
主成分：炭酸カルシウム

酸化ケイ素
ケイ酸リチウム

ｐ Ｈ：１０.５以上
比 重：１.９００以上
荷 姿：１００ｇポリ容器

シルバー

ホワイト

シルバー

グレイ

未補修箇所

補修箇所
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ハケ・ゴムヘラ・サンドペーパー・ウエス等

補修箇所のコンクリートに合わせて、３色のＣＳパテ（グレイ、シルバー、シ
ルバーホワイト）より選定する。
または、３色のＣＳパテを任意に混ぜ合わせることで、調色することも可能。

コンクリート表面の汚れをケレン、エアーブロアまたは水洗いにより掃除する。

ＣＳ－２１クリアーを塗布する前に、ＣＳパテを均一になるまでよく混ぜる。

※蓋を開けると浮き水がある状態のため、傾けてこぼれないよう注意する。

※ＣＳパテは乾燥すると固化するため、混ぜ終わったら直ぐに蓋を閉める。

ひび割れ部の乾燥状態を目視確認し、ひび割れ内部に充分浸透するようＣＳ－
２１クリアーをハケ等で塗布する。

※ひび割れ部に水が残っていると、ＣＳ－２１クリアーが浸透しないため注意。

ＣＳ－２１クリアーが乾かないうちに、ひび割れ内部にＣＳパテを、ゴムヘラ
・スポンジ等ですり込む。

※ＣＳパテは乾燥すると固化するため、プラスチックの板などに適量を取り、
　直ぐに蓋を閉める。（作業中であれば、容器開口部を湿った布で覆い、ＣＳ
　パテの乾燥を防ぐことで代用しても良い）

コンクリート表面にはみ出したＣＳパテは、硬化する前にスクレーパー等で削
り落とす。

ＣＳパテの硬化確認後、サンドペーパー等により、表面に付着した余分なＣＳ
パテを除去し、仕上げを行う。

削り粉などのほこりをエアーブロアー等で除去し、サンドペーパー等の使用で
荒れた表面（ひび割れを中心に幅１０ｃｍ程度）に、ＣＳ－２１クリアーをハ
ケ等で塗布する。

施工直後（施工１２時間後程度以内）に、降雨等で施工箇所が水に濡れる恐れ
がある場合は、シートで覆う等の養生対策を行う。

留意事項

ひび割れの延長が長い場合、全体に一度に塗布すると、ＣＳパテのすり込み前に、ＣＳ－２１クリアーが乾燥
するため、範囲を区切って（例：延長３０～５０ｃｍ単位）で施工してください。
（乾燥したコンクリートにＣＳパテが触れると、水分が吸収され、急激に固まり施工が困難になります。）

※ ＣＳパテの硬化時間および可使時間
硬化時間：約２時間，可使時間：約５分
・ＣＳ-２１クリアー塗布後、乾かないうちにＣＳパテを塗布した場合（気温２０℃）。気温や湿度や下地
　乾燥状態により変化するため、参考値。

降雨時に施工する場合は、施工箇所が水に濡れないよう養生を行ってください。

ＣＳパテは、乾燥硬化の際に僅かに収縮しますが、重ね塗り可能な材料のため、硬化後（施工翌日以降）に、
再施工（ＣＳ－２１クリアー塗布⇒ＣＳパテすり込み）することで、開口部の欠け等の幅が広い部分を充填す
ることが可能です。（ただし、ひび割れ注入工法の代用にはなりません。）

開栓後はお早目にご使用ください。残った材料を保存する場合は、キャップをしっかりと閉めて冷暗所に保管
してください。（容器をビニール袋に入れる等、乾燥を防ぐ対策が有効です。）

 製 造  販 売

岡山県岡山市北区矢坂本町14-16　〒700-0075 福岡県粕屋郡粕屋町上大隈617-1　〒811-2301
TEL. 086-255-1511　FAX. 086-251-3270 TEL. 092-939-2606　FAX. 092-939-2619

株式会社 アストン

ＣＳ-２１ひび割れ補修セット 施工手順書

○詳細については、ウェブサイト（http://www.cs21.jp/）の施工動画、FAQ（よくある質問）をご覧ください。

準 備 す る 道 具

事前色合わせ

下地処理

ＣＳパテ撹拌

ＣＳ－２１クリアー塗布

ＣＳパテすり込み

表面仕上げ

ＣＳ－２１クリアー塗布

乾燥養生

株式会社 計測技研
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技術名称 グリッドメタル（格子鋼板筋）を用いたＲＣ部材の補強工法
NETIS登録番号 QS-150039-A 担当部署 社会基盤事業部

担当者 有薗　和樹
社名等 JFEシビル株式会社 電話番号 03-3864-3796
技術の概要 1.技術開発の背景

２．技術の内容

３．技術の効果

１）グリッドメタルを使った橋梁の補強概要

技術概要

・グリッドメタルは鋼板にレーザー加工機でスリットを入れ、ジャッキに

て展張することにより格子状に加工したものです。格子筋とポリマーセ

メントモルタルを一体化させる増厚補強工法により、ＲＣはりの耐荷力

向上や、道路橋ＲＣ床版の疲労耐久性の向上に有効です。

・相当する鉄筋径に合わせてグリッドの断面・ピッチを選定できます。

・補強部位の形状に合わせて工場加工でき、亜鉛めっき・エポキシ粉

体塗装により防食性を高める事が可能です。

・既設ＲＣ構造物に対し、格子状に加工した鋼板（グリッドメタル）を吹

付ポリマーセメントモルタルにより一体化させ補修・補強する工法です。

・従来工法である鋼板接着工法に比べ、現場の施工性が良いこと。

普通鉄筋を使った場合に比べ補強断面を薄くできるため、死荷重低

・縦筋と横筋が同一断面のため、補強断面が薄くでき、橋梁床版の

増厚補強では死荷重の増を抑制できます。また、ボックスカルバート

の内面増厚では、内空阻害を小さくすることが可能です。

・構造物の形状に合わせて工場加工でき、現場の配筋作業を省力化

できます。

橋梁の補強 グリッドメタルの補強工法

普通鉄筋に比較して、補強断面を薄くできる
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４．技術の適用範囲
　　　①ＲＣ部材全般の補強・補修工事
　　　②死荷重増の抑制が必要な現場、工期短縮を期待する現場
　　　③床版の上面・下面補強、梁の補強、ボックスカルバートの内面補強
５．活用実績
国の機関 ０　件　（九州　０件、　九州以外　０件）
自治体 ０　件　（九州　０件、　九州以外　０件）
民間 ５　件　（九州　０件、　九州以外　５件）
工事実績例

２）補強効果の実験例

・床版の載荷試験により、無補強ＲＣ床版に比べ等価走行回数で約１５～２０倍の補強効果を

ボックスカルバートの補修工事

採用理由：①補強断面を薄くできるため、内空の確保が可能。

②現場の形状に合わせて工場加工するため、現場施工が省力化できる。

②グリッドメタル設置完了

④完成

①グリッドメタル設置状況

③ポリマーセメント吹付状況
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技術名称 Y-LINKによるスラリー撹拌工 担当部署 技術開発部

NETIS登録番号 QS-180013-A 担当者 平川真吾

社名等 株式会社ワイビーエム 電話番号 0955-64-3881

技術の概要

技 術 概 要

１．技術開発の背景および契機

スラリー撹拌工では、オペレーターが施工機の施工管理装置に表示される施工

データを監視しながら、スラリー流量・羽根切り回数等が設定値を満足するよう

運転することで改良杭の品質確保に努めていました。しかしながら、オペレー

ターの老齢化や担い手不足による技術伝承の問題等から施工品質の低下が危惧さ

れるようなり、施工機の自動化が急務となっていました。

２．技術の内容

スラリー状のセメント系固化材を注入しながら軟弱地盤を改良するスラリー攪拌

工法に対して、ICTを導入することで、施工機・グラウトポンプ・ミキシングプ

ラントを一体化して一括自動運転制御を可能としたシステムです。

スラリー流量・羽根切り回数等の設定値を満足するよう自動運転できるため、個

人技量による品質のバラツキを防止して改良杭の品質を均一に保つことができる

技術です。

３．技術の効果

・スラリー量の過不足がなく、均一な改良杭が期待できます。

・羽根切り回数制御により改良杭の攪拌不足による品質低下を抑制できます。

・施工データをインターネットを通じて所定のPCに転送できます。

・遠隔地から施工状況をリアルタイムに確認できます（見える化を実現）。

・遠隔地から機械等のトラブルを遠隔で対応できます（リモートサポート）。

・全自動運転によるタイムロス削減で、施工効率が従来比５％向上しました。

４．技術の適用範囲

・粘性土、砂質土、シルト及び有機質土等の軟弱地盤を対象として行うスラリー

撹拌工に適用できます（深さ20m、改良径φ800～φ1600、単軸施工）。

・遠隔監視、データ転送を行う場合、インターネットへの接続が必要です。

・軟弱な土層や固い土層が混在する地盤での地盤改良や施工箇所とプラントが離

れている場合などでは特に効果が高くなります。

５．活用実績　(2018年7月20日現在)

・国の機関　　　　0件

・その他公共機関　1件

・民　　間　　　　6件

Y-LINK説明動画
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６．写真・図・表

写真-1 Y-LINKによる施工状況 図-1 Y-LINKの施工形態

図-2 Y-LINKの自動制御

表-1 使用環境ごとの通信距離

図-3 住宅地における通信能力の検証試験結果

図-4 施工記録（従来工法） 図-5 施工記録（Y-LINK）

図-7 比較試験結果（Y-LINKと従来工法） 写真-2 改良体試掘状況
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技術名称 デジタル野帳「eYACHO」 担当部署 法人事業部 第一営業部

NETIS登録番号 KT-180030-A 担当者 今西 信幸／大野　謙吾

社名等 株式会社MetaMoJ 電話番号 03-5114-2912

技術の概要

国の機関　 ０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
自治体　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
民　 間　　約 250　件　（九州　　7件　、九州以外　240件　）　

３．技術の効果

デジタルの特性を活かし、写真や動画、音声録音等で現場の状況を確実・詳細に記録することが可能で
す。デジタルなので、検索により必要な情報をすばやく取り出せるほか、紙と異なりデータの劣化や紛失
等のリスクも低減します。帳票作成支援機能により、検査報告書、是正指示書、出面表をはじめ各種書
類を現場で作成することが可能となり、持ち帰り業務が減ることで大幅な時短を実現します。さらに、
「Share（シェア）機能」により、円滑で迅速な意志疎通と情報連携が可能となり、チームの組織力が向上
します。

４．技術の適用範囲

対応OS：iOS 8以降、Windows 10 バージョン 1703（Creators Update）以降
対応デバイス：
iPadシリーズ　Air、Air2、Pro以降
iPhoneシリーズ　6/6 Plus、6s、6sPlus、SE以降
iPad miniシリーズ　3、4以降
Windowsタブレット

２．技術の内容

５．活用実績

本製品は株式会社大林組と共同開発されたスマートデバイス用のアプリです。人手不足が大きな課題と
なっている建設業界において業務の効率化は急務ですが、屋外での作業となるため現場業務のデジタ
ル化は遅れていました。建設現場では、従来「野帳」と呼ばれる紙の手帳が使われていましたが、2012
年当時、大林組ではiPad を導入しており、iPadで活用できる「野帳」の代わりになるものを作りたいと考
えていました。そこで、当社と共同開発することになり、デジタル野帳「eYACHO」が生まれました。

紙の野帳と同様の使い勝手はそのままでメモやイラストを手書きできるほか、写真や動画の貼り付け、
音声録音など、デジタルによる確実な記録が可能です。メモやイラストをそのままTODOとして管理する
機能も搭載しています。また、帳票作成を支援する機能を搭載しており、表計算機能と組み合わせること
で自動計算可能な表も作成できます。準備や修正が誰でも直感的にできます。さらに、事務所と現場間
など遠隔地からでも複数人が同時に書き込みリアルタイム情報共有を実現する当社だけのリアルタイム
伝搬技術「Share（シェア）機能」を搭載しています。
【主な機能】
手書き／写真・動画の貼付／音声録音／帳票作成・表計算／カレンダー・TODO管理／簡易作図／
PDF取込／Webページ貼付／メール送信／他アプリや外部システムとの連携／テンプレート・アイテム／
ツールボックス、UIカスタマイズなど

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　
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６．写真・図・表

図‐3 現場の運用に合わせた帳票を簡単に作

成、

図‐8 外部データ連携

図‐6 自動計算可能な土木向けテンプレートを搭

図‐1 手書き、写真や動画、

音声を活用した確実で効

果的な記録

図‐2 是正指示も現場で

図‐7 離れた場所から複数人が現場情報に同

時に書き込み、リアルタイムに情報共有が可能

図‐4 メモや写真にＴＯＤＯを設定可能

図‐5 初心者でも使いやすい操作性を実
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　【概要図】

　テラセルマットレス工法とは、軟弱地盤上にL型擁壁やボックスカルバート等の構造物を構築する際、
支持力の不足する地盤内に立体的なハニカム構造を有するジオセルを積層したマットレスの中に砕石を充
填し、セル内に拘束された砕石とセルの側面に発生するせん断抵抗力により支持力の増加及び荷重分散の
効果を発揮し、支持力を改善する工法になります。

　構造物の底版にジオセルマットレスを構築します。製品高さは、15cmと20cmの2種類で、2段、も
しくは3段に積み重ね、30cm～60cmの厚さとなり、吸出防止材（トレップ、タフネル）でマットレス
全体を巻き込み中詰材の流出防止や現地盤からの流入を防止します。

　【施工手順】

　　（2） 材料が軽量かつコンパクトなため、
　　　　　運搬、保管等を容易にできる

　　（3） 残土の発生低減や工期短縮により、
　　　　　経済性に優れる

　　（1） 置換工法と比べ対策範囲を低減できる

　【特徴と効果】

技 術 名 称 テラセルマットレス工法 NETIS登録番号 CG-160016-A

副  題 ハニカム構造を有するジオセルマットレスによる軟弱地盤の支持力改善工法

　【工法概要】
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≪お問い合わせ・連絡先≫
東京インキ株式会社　福岡支店

〒816-0912　福岡県大野城市御笠川3-13-5
TEL 092-503-5161　FAX 092-503-9246

URL http://www.tokyoink.co.jp/

　【製品規格】

　【施工事例】

　【製品仕様図】

　【施工実績　九州管内（沖縄含む）】2018年11月

　100件（自治体：78件、民間：22件）
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技術名称 担当部署 製品管理部

NETIS登録番号 担当者 安田　雅一

社名 電話番号 03-3526-6680

技術概要 １．技術開発の背景および契機

２．技術の内容

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

５．活用実績（2018年11月30日現在）

・国の機関　０件（九州０件、九州以外０件)
・自治体　　２件（九州０件、九州以外２件)
・民　間　　１件（九州０件、九州以外１件）

　“ダイヤツイン高強度”は、所定量の水で練り混ぜ完了後から２時間で交
通開放に必要な圧縮強度５ＭＰaが得られ、路上工事時間の短縮、日工程の
短縮が可能になり、周辺環境の向上と道路利用者の満足度の向上が期待でき
ます。
　また、７日圧縮強度は４０ＭＰa以上の高強度にしたことにより、この浸
透用セメントミルクを使用した半たわみ性舗装は荷重に対する塑性変形抵抗
性に優れるので長期耐久性が期待できると共に凍結融解の繰り返しによるス
ケーリング抵抗性（表面セメント部分がフレーク状に剥がれる現象）に優れ
るため、寒冷地における半たわみ性舗装の耐凍害性の向上が期待でき、トー
タルコスト削減を実現します。

　“ダイヤツイン高強度”は、半たわみ性舗装用超速硬プレミックス材
を用いた浸透用セメントミルクの養生時間を３時間から２時間に短縮
し、初期強度の発現が早いのでこの材料を使用することにより、規制時
間の短縮、日施工量の向上、短時間養生で交通開放が可能です。
　また、強度を高強度にすることにより、耐わだち掘れ・耐荷重性・凍
結融解抵抗性が向上し長期耐久性を確保しました。
　そこで、重交通道路やバスターミナル、コンテナヤード、寒冷地など
の箇所の施工性・耐久性を向上させることが可能になりました。
　さらに、浸透作業中の粘度がほぼ一定と従来品と同じ性状で、施工性
に優れています。硬化初期の強度発現に優れ、外気温に大きく左右され
ない安定した強度を有する高強度のセメントミルクが確保でき、品質の
向上が期待できます。

・交差点やバス停留所、トラックターミナル、料金所、サービスエリア
・コンテナヤードなど重荷重の箇所
・凍結する地域の道路や重荷重箇所の舗装。

技術概要

半たわみ性舗装用高強度型超速硬プレミックス材

KT-160097-A

東京鋪装工業株式会社

　高速道路やバスターミナルなど規制時間が短い箇所で半たわみ性舗装用セ
メントミルクの養生時間が短いものがほしい、コンテナヤードなどの重荷重
の箇所で耐荷重性が高い半たわみ性舗装がほしい、寒冷地で耐凍害性のある
浸透用セメントミルクがほしいとのニーズに答えるため、三菱マテリアル社
と共同研究をして開発しました。
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６．写真・図・表

（１）浸透作業中のミルク流動性（２）初期強度の発現が早い

（３）従来品よりも強度が高い

（４）凍結融解抵抗性が高い

（５）施工箇所

　　　　　　　　　　　　　ＪＲ高山駅東口駅前広場

２時間以下で

圧縮強度

５MPa以上30～40分は浸透に

必要な流動性を維

持

50％低減

平均＝2575ｇ/㎡

平均＝270ｇ/

㎡

タクシーベール

バスターミナル
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 技術概要  
技術名称 テラグリッド補強土工法 担当部署 テラグリッド工法研究会 

NETIS 

登録番号 
HK-160018-A 担当者 

岡三リビック（株）木村壮一 

東京インキ（株）原田道幸 

開発会社 

岡三リビック（株） 

東京インキ（株） 

北見工業大学 

電話番号 
岡三リビック（株）03-5782-9086 

東京インキ（株）03-5902-7628 

技術の概要 

1.技術開発の背景及び契機 

 積雪寒冷地および海岸沿いに構築される従来のジオテキスタイル補強土壁工法は、壁面材に鋼

製枠を使用しており、凍上による壁面材の変形や、塩害による壁面材の腐食の懸念があった。そ

こで、切土擁壁では耐久性や耐候性に優れる材料として実績が多いジオセル擁壁に着目し、補強

土工法への適用を模索した。樹脂製のジオセルを補強土の壁面材に用いることで、凍上や塩害や

酸性土壌に対する耐久性を飛躍的に向上させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 テラグリッド補強土工法部材概要図 

2.技術の内容 

 テラグリッド補強土工法は、壁面に樹脂製のジオセル「テラセル」を用い、補強材にジオテキ

スタイル「トリグリッド」を用いた補強土工法である。壁面近傍の盛土材はジオセルによって円

形に包囲されるため、盛土材の凍結融解の繰り返しによる壁面材の前方向への変形が蓄積しにく

く、安定性の高い補強土を構築できる。壁面から露出する金属材料がないため、塩害や酸性土壌

に対する耐久性が高い。壁面裏の盛土材の転圧が容易なため、安定性の高い補強土を構築でき

る。鋼製枠と比較して軽量なため、搬入時や組立時の運搬が容易である。現地発生土を使用で

き、ジオセル上部に種子が活着するため、壁面の緑化が可能であり景観に配慮できる。 

「テラセル」と「トリグリッド」を組み合わせた「テラグリッド補強土工法」は、安定性と安全

性を備える新たな補強土工法である。 

芯材：⾼強度ポリエステル繊維 

被覆材：ポリプロピレン樹脂 ポリエチレン⽴体樹脂 

補強材 

壁⾯
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 技術概要  
 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 凍上性確認試験（北海道北見市）    表-1 鋼製枠とテラセルの重量比較 

3.技術の効果 

①寒冷地、海岸沿い、温泉地域で効果を発揮 

②転圧が容易で、確実な締固めが確保できる 

③部材が軽量で搬入時や組立時の運搬が容易 

④景観に配慮し、緑化ができる 

⑤（一財）土木研究センター発刊「ジオテキスタイルを用いた補強土の設計・施工マニュアル第

二回改訂版」に準拠 

 

 

 

 

 

 

写真-2 ジオセル内外の確実な締固め    グラフ-1 RI 試験による締固め度（赤線） 

 

 

 

 

 

 

写真-3 完成写真（緑化状況）           図-2 標準断面図 

4.技術の適用範囲 

盛土高さは 20m 以下、設計土圧は 120kN/㎡以下、壁面勾配は 1:0.3～1：1.0 

基礎地盤が必要な支持力を有すること 

5.活用実績（2018 年 9 月 30 日現在） 

国の機関 2 件 

自治体  5 件 

民間   2 件 
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